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ツチクジラBeFαγ的"s6α"J〃は，アカボウクジラ
科Ziphiidaeに属し，北太平洋，日本海，オホー ツク
海，ベーリング海の深い大洋部に分布する体長10m
を超す大型のハクジラ類である（Jeffersonetal，19曾
3)。日本近海では，太平洋側の相模湾以北，日本海以
北に分布する（粕谷，1996)。
本種は日本では現在も捕鯨枠が定められ，2001年に
は日本近海で62頭捕獲されている（大隅，2003)。194毒
～1952年にかけては日本近海で計924頭捕獲され，そ
のうち日本海では，北海道松前半島沖で51頭，富山湾
(石川県側及び富山県側）で1950～1952年に16頭捕獲
されている（Omuraeta1.,1955)。
日本海のストランデイング等は，1941～1996年にか
け8県（北海道，青森県，秋田県，新潟県，山形県，
新潟県，石川県，福井県）で24件ある（石川・山田，
2004；新聞情報もあり，同定の暖昧なものも含まれる
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と思われる新聞情報には,しばしばオウギハクジラ
と思われるアカボウクジラ科鯨類がツチクジラと報道
される)。また，Nishimura(1970)は山形県でl例，京
都府で1例の本種のストランディングを報告している。
近年の日本海側での目撃例を挙げると，富山湾では
1996年6月に石川県能登島沖で，2002年6月に魚津市沖
で群れが目撃され（佐野，1999；南部他，2004)，新
潟県では，2000年6月に佐渡汽船直江津航路（直江津
～小木間）で群れが目撃されている（本間・古川原，
2003)。
2001年6月には秋田県八竜町の海岸に，ツチクジラ
の腐乱死体が漂着し，国立科学博物館等で調査が行わ
れた後，八竜町により埋設された。
富山市科学文化センターでは，常設展示替えで富山
湾に生息する大型鯨類の骨格展示を予定し，富山湾に
来遊する大型のクジラであるツチクジラが展示候補と
なった。そのため，八竜町に埋設されているツチクジ
ラの骨格を同町より譲り受け，発掘収集した。本報告
では，漂着時の調査概要及び発掘時の概要を記録にと
どめておく。
I漂着
漂着日：2001年6月22日
場所：秋田県八竜町浜田（図1）
現地確認：工藤英美(日本海セトロジー研究会)，八竜
町産業課課長関恒雄氏
経緯：6月22日早朝，能代市の住民に発見され，工
20km
ー
図1ツチクジラの漂着場所（秋田県八竜町）
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藤英美に連絡があった。当初能代市側の海岸での漂着
と思われたため，工藤より能代市役所に連絡した。同
市職員が現地確認したが，八竜町側での漂着というこ
とが判明した。そのため，八竜町へ連絡され，同町産
業課課長関恒雄氏他職員数名が現地確認を行った。
工藤による最初の発見時には，波はやや高く，漂着
した鯨は岸辺で波に揺られていた。一見流失しそうに
見えたため，計測しようと試みたが鯨がローリングす
るので危険が伴うため，全長を測定したに留めた。そ
のうちに鯨体は次第に南に移動しだした。
翌6月23日には調査が行われた。
調査結果：
＜計測値：c、図2参照＞
・上顎先端～尾ビレ正中切痕底
・上顎先端～吻基部
・上顎先端～口角後端
・上顎先端～噴気孔中央部，
・上顎先端～眼中央
・上顎先端～外耳孔
・上顎先端～背ビレ基部前端
・上顎先端～胸ビレ基部
・上顎先端～生殖孔中心
・上顎先端～虹門中心
・胴周（背ビレ前）
・上顎先端～下顎先端
・口角後端～眼中心
・眼裂長
・眼中心～外耳孔
・胸ビレ（左）最大幅
・胸ビレ（左）前縁長
・胸ビレ（左）後縁長
・胸ビレ（左）基底長
・背ビレ基底長
・背ビレ前縁長
・背ビレ後縁長
・背ビレ高
・尾柄部幅
・尾ビレ前縁長（右：先端欠損）
・尾ビレ幅（左右の先端欠損）
・尾柄部～尾ビレ正中切痕底（右）
・脂皮の厚み（上顎先端より670cr
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Ⅱ調査
調査日：2001年6月23日
現地調査：
－調査者（五十音順所属は当時）－
天野雅男（東京大学大槌臨海研究センター)，新井
上巳（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科)，
小笠原敏（日本海セトロジー研究会)，柴山可奈（麻
布大学獣医学部)，柴田理（日本海セトロジー研究会)，
田島木綿子（東京大学大学院農学生命科学研究科)，
早野あづさ（京都大学大学院理学研究科)，山田格
(国立科学博物館動物第一研究室）
－行政機関の立ち会い（所属は当時）－
関恒雄氏（八竜町産業課課長)，斎藤寿氏（秋田県
水産漁港課漁場利用班副主幹）
調査概要：
おおよそ以下の手順でツチクジラの観察，計測等を
行った。なお，調査当日は波は高くなく，穏やかな天
候であった。
、波打ち際のクジラの遺体を重機で砂浜に引き上げ
（付図1Al)，左側横臥の状態で観察を行った。
・外部形態，脂皮厚の計測を行った。
・外部寄生虫の確認を行った。
・体表の傷，生殖器の観察等を行った。
・頭部を分離し，舌骨を取り出した。右胸ビレを取り
外した（付図lA5)。
、体幹右側の表皮．脂皮を取り除いた（付図lA6)。
．骨盤骨の位置を確認し，上顎先端からの位置の計測
を行ったのち，取り出した（付図lB10)。
．右肋骨．胸骨および腹壁を取り除き（付図lB9)，
内蔵を剖出した（付図lB11)。
、臓器（消化器，泌尿生殖器，循環・呼吸器，内分泌
器，リンパ器等）の観察を行った。
、腎臓に認められた寄生虫は詳細に観察し，一部を採
材した。
mの部位）
背側（正中線直前）100．2mm，体側（腰1().2 m，体側（腰椎横突起の
ある部位）78mm，腹側（正中線）91mm
＜骨盤骨＞
－左骨盤骨の位置一
・上顎前端から骨盤骨前端までの距離
・上顎前端から骨盤骨後端までの距離
・腹部正中線から骨盤骨前端までの距離
・腹部正中線から骨盤骨後端までの距離
一右骨盤骨の大きさ一
．長さ30cm
・最大幅（尾側）5cm
708cm
734cm
l9cm
28cm
＜剖検所見＞
腐敗が進行した個体のため肉眼所見のみ記載した”
①外貌所見
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図2ハクジラ類の計測部位。原則として国立科学博物館で使用している計測部位に従った。なお，主な計測方法はNorris（1961)を参考に
した。原則として左右あるものは左側を計測する。A・全形Body1.上顎先端～尾ビレ正中切痕底（Bodylength)，2.上顎先端～吻基部
(Length，tipofupperjawtoapexofmelon)，3．上顎先端～口角後端(Length，tipofupperjawtoangleofgape)，4.上顎先
端～噴気孔中央部(Length，tipofupperjawtoblowholealongmidline)，5.上顎先端～眼中央(Length，tipofupperjawtocen－
terofeye)，6.上顎先端～外耳孔部(Length，tipofupperjawtoexternalauditorymeatus)，7.上顎先端～背ビレ基部前端(Leng
th，tipofupperjawtoanteriorinsertionofdorsalfin)，8.上顎先端～背ビレ先端(Length，tipofupperjawtotipofdorsa：
fin)，9.上顎先端～胸ビレ基部(Length，tipofupperjawtoanteriorinsertionofflipper)，10.上顎先端～腰中央(Length，tip
ofupperjawtomidpointofumbilicus)，11.上顎先端～生殖孔中心(Length，tipofupperjawtogenitalaperture)，12.上顎先
端～虹門中心(Length，tipofupperjawtoanus)，13.胴周Girth，13-1.胸ビレ前(anteriortoflipper)，13-2．胸ビレ後(posterior
toflipper)，13-3．背ビレ前(anteriortodorsalfin)，13-4.膳(atumbilicus)，13-5．生殖器(atcenterofgenitalaperture)，
13-6．紅門(atanus)．B，頭部側面Lateralsideofhead、14.上顎先端～下顎先端(Projectionoflowerjawbeyondupper)，15．
眼中心～口角後端(Centerofeyetoangleofgape)，16.眼裂長(Length，eye)，17．眼中心～外耳孔(Centerofeyetoexterna：
auditorymeatus)．C,頭部背面Dorsalsideofhead、18.噴気孔中央～右目中央(Centerofrighteyetocenterofblowhole)，
19.噴気孔中央～左目中央(Centeroflefteyetocenterofblowhole)，20.噴気孔幅(Widthofblowhole)，21.噴気孔長さ(Lengthof
blowhole)．D･アカボウクジラ科下顎の溝ThroatgrooveofFamilyZiphiidae，22.下顎先端～溝先端(Tipoflowerjawtoanterior
tipofthroatgroove)，23.溝長さ(Lengthofthroatgroove)，24.溝前端幅（Widthbetweenanteriorendsofthroatgrooves)，
25.溝後端幅(Widthbetweenposteriorendsofthroatgrooves)．E､アカボウクジラ科の歯ToothofFamilyZiphiidae26､歯茎部長
(Lengthoftoothbase)，27.歯冠高(Heightoftooth)，28.歯冠厚(Thicknessoftooth）F，胸ビレflipper，29.胸ビレ(左)最大幅
(Width，flipper(maximum))，30.胸ビレ(左)前縁長(Length，flipper(anteriorinsertiontotip))，31.胸ビレ(左)後縁長(Length，
flipper(axillatotip))，32.胸ビレ(左)基底長(Lengthofflipperbase)．G､背ビレdorsalfin，33.背ビレ基底長(Length，dorsal
finbase)，34背ビレ前縁長(Length，dorsalfin(anteriorinse｢tiontotip)，35.背ビレ後縁長(先端～基部）（Length，dorsai
fin(posteriorinsertiontotip))，36.背ビレ高(Height，dorsalfin（fintiptobase))．H･尾ビレflukes､37.尾柄部幅（Width，
tailstock)．38.尾ビレ前縁長(左)(Length，leftfluke(anteriorinsertiontotip)）39.尾ビレ前縁長(右）(Length，rightfluke
(anteriorinsertiontotip))，40.尾ビレ後縁長(左)(Length，leftfluke(posteriorinsertiontotip))，41．尾ビレ後縁長(右）
(Length，rightfluke(posteriorinsertiontotip))，42.尾柄部～尾ビレ正中切痕底(左)(Length，leftlateralsideoftailstock
todeepestpointofmediumnotchbetweenflukes)，43.尾柄部～尾ビレ正中切痕底(右)(Length，rightlateralsideoftailstock
todeepestpointofmediumnotchbetweenflukes)，44.尾鰭幅(Width，flukes(tiptotip))．
li_；
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体形:右側眼から胸ビﾚ前部までの表皮および脂皮
は大規模に欠損する（骨に触知できる程で，魚類．
無脊椎動物などによる食害の可能性がある：付図皇
A2)。体幹は高度に膨隆する（死後変化のためと考
えられる)。腹側から尾柄にかけての表皮および脂
皮は大規模に欠損する。右体側背ビレ付近に長方形
に型抜きした様な人為的と考えられる脂皮まで達す
るくり抜きがあった。尾ビレ先端左右とも欠損して
いた。
外傷：同種別個体によると思われる咳傷跡数カ所が見
られた（腹側体表に平行な最大長170cmの白色2本
線等数カ所：付図lA3)。この他の線状切傷は死後
形成されたと判断された。
脂皮：厚い（計測値参照)。線維成分に富み著しく硬
く（正常範囲と考えられる)，湿潤性に富む。入刀
時に白濁した脂が流出する。
筋肉：全体的に暗赤色・高度脆弱。
外部寄生虫：認められない。
乳腺：発見できず。
②内蔵所見
胸腔：液体貯留なし。各臓器の位置関係異常なし・
腹腔：生殖孔付近の腹壁は破綻したと考えられる。
＜消化器＞
肝臓：高度脆弱（死後変化)・表面濃褐色○割面は暗
褐色。著変なし。
食道：粘膜は全体に白色を呈し，壁は高度に弛緩する。
噴門部近くに径10cm大赤色隆起部1個認められた。
割面は一様に白色で，粘膜下組織が増生しているよ
うな像を呈する。
胃：主胃；多量のイカ噴およびレンズ，さらに中量の
灰茶色液体が貯留する。食物肉質部は存在せず。粘
膜は全体に灰桃色を呈し，高度脆弱（死後変化)・
ヒダ先端は濃緑色を呈す（死後変化)・
幽門胃．十二指腸膨大部；主胃と同様の胃内容物が存
在する（量は主胃より少ない）粘膜は黄褐色を呈し，
高度脆弱。
腸管（付図1Bl2）：全体に軽度ガス貯留○葉膜は大
腸部で特に緑色化する。全長894m。内腔は時間の
関係で検索せず。
騨臓：高度に泡沫状を呈する（死後変化)・検索でき
ず。
＜泌尿生殖器＞
腎臓：葉膜は高度泡沫状。尿管には多量のαα”cα"”
属線虫を認める。腎小葉は大小さまざまな大きさを
呈し，大きいものの割面は線維成分に富む充実性渦
巻き状の外形を呈するものや雲胞化し渠液が貯留す
るものなど様々であり，虫体が混在するものもあっ
た。実質割面は全体に赤色が強く，皮．髄質境界は
不明瞭。
勝耽：尿貯留なし。粘膜は白色を呈し，著変なし。
卵巣：左側は欠損する（漂流中に何らかの原因で失わ
れたものと考えられる)。右側は淡赤褐色を呈し，
肉眼では明瞭な黄体．白体は認められず。右卵巣の
大きさ（20×65×’5cm：長さ×幅×厚さ)。
子宮。瞳：欠損する（漂流中に何らかの原因で失わ
れたものと考えられる)。
＜循環・呼吸器＞
心臓：外見は正常。
肺：表面は一様に暗赤色。右葉中部胸膜面に径5cm大
雲胞を1カ所認める。内腔には奨液貯留を認める‘
実質割面は一様に暗赤色を呈し，終末気管支からは
白色泡沫状物が流出する。
＜内分泌器＞
副腎：発見できず。
＜リンパ器＞
牌臓：表面および割面共に暗赤色。
胸腺：認められず。
腸間膜リンパ節：空豆大リンパ節散在。
肺付属リンパ節：発見できず。
浅頚リンパ節：発見できず。
下顎リンパ節：発見できず。
③主要所見
1．高度の死後変化が認められた。
2．高度の肺水腫様所見が認められた。
3．右肺葉に径5cmの大雲胞が一個認められた。
4．食道に径10cmの大赤色隆起部が一個認められた。
死後変化が著しく詳細な病理解剖は実施出来なかっ
た。そのため漂着および死因に結びつく変化も確認
することはできなかった。肺と食道に認められた所
見（所見3および4）は組織検索にてさらなる情報か
得られることが期待される。死後変化が著しく断定
は困難であるが，所見2より直接の死因は恐らく溺
死と考えられる。性成熟に関しては、右側卵巣に催
排卵痕（黄体及び白体）が見られず、左側卵巣は欠
損していたために、本個体の性成熟状態は不明であ
る。なお、本個体の胸・腰椎の骨端板は大部分が分
離しており、身体的には未成熟な状態である。
埋設
23日の調査後，八竜町により埋設された。埋設場所
は，波打ち際より約30m離れた砂地である。重機で海
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秋田県八竜町に漂着したツチクジラ
岸線に並行に大きさ約12×5m，深さ約2.5mの長方形
の穴を堀り，鯨を牽引して埋設した（付図lB14)。
体幹は大まかな除肉（特に胸部及び背部）を行い．
左側を下にして置いた。頭骨（下顎骨及び舌骨含む)，
右胸ビレ，胸骨及び右肋骨ははずした。体幹前方に胸
骨を置き，その右側に右肋骨7本，左側に同3本を置い
た（付図lBl6)。頭骨は尾の後方右横に，胸骨，右胸
ビレは尾の後方左横に置いた（付図lB15)。胸ビレ，
尾の先端には土雲袋を被せた。骨盤骨（左右）及び右
の最後の肋骨（''番目）は分離していたため持ち帰っ
た。
穴に砂を埋めた後，八竜町産業課により穴の短辺そ
れぞれに3本，計6本の杭が打たれた。また、埋設場所
の大まかな測量が行われた（テトラポッドからの位置
波打ち際からの位置，市町村境からの位置等)。
Ⅲ発掘
期間：2003年9月1日～4日
場所：秋田県八竜町浜田の海岸
関係者：
－発掘作業一
・富山市科学文化センター：南部久男，田中豊
・国立科学博物館：動物第一研究室室長山田格，角田
恒雄，山本智，海野卓
・日本海セトロジー研究会等（秋田県在住）：工藤英
美，柴田理，石川善春，玉置さやか
・株式会社西尾製作所（京都市：骨格発掘・制作委託
業者)，成田建設株式会社（八竜町：掘削委託業者）
－立ち会い－
・八竜町企画開発課課長関恒雄氏，同町産業課主席課
長補佐桧森雅臣氏，八竜町漁業協同組合代表理事組
合長田中保則氏
発掘概要
l）発掘の許可申請
・埋設場所は海岸保全地域であり，秋田県知事宛に
「海岸保全地域の占用許可について（協議)」及び
「海岸保全区域内の制限行為許可」の申請を行い，
許可を受けた。申請書類の作成にあたり，八竜町
産業課主席課長補佐清水厚夫氏の協力を得た。
・水産庁長官あてに展示への利用について申請した。
2）作業内容
発掘の大まかな手順を記す。
・埋設時に打たれた計6本の杭のうち，3個が2つ
の短辺で確認できたが，他の杭は発見できなかっ
た。
1'？
・埋設場所の約20×6mの範囲を重機で浅く掘った
（付図2A2)。
・埋設時のメモや写真をもとに，最初に尾の横に並
べてあった頭骨周辺の粗堀を重機と人力で行い
（付図2A3)，頭骨（下顎骨，舌骨を含む）を確認
した。次に，尾椎先端部分及び尾の横に並べてあっ
た右胸ビレを確認した。作業はこれらの骨の周辺
の砂を手作業で取り除き，深く掘った周辺の溝に
落とした。溝にたまった砂は適宜重機で穴の外側
に置いた。
・右胸ビレの骨は被さっていた土雲袋を破り，各骨
の位置関係をスケッチし，1個ずつ整理番号を記
入したメモとともに袋に入れた（付図2B10)。
・脊椎骨の掘り出しのため，周辺部を溝状に深さ約
3mに掘った（付図2A4)。脊椎骨は，砂の表面よ
り約2mの深さに横たわっていた。
・脊椎骨，左肋骨を1個ずつ外した。胸・腰椎の大
部分では骨端板は全て分離していた。骨には腐敗
した筋肉や脂肪が付着していたため，砂をまぶし
てこれらを取り除いた。脊椎骨には順にラベルを
つけた（付図2Bl3)。
・各骨は穴の外に運び出し，部位ごとに並べ，それ
ぞれの骨の種類，数，欠損状況等を確認した（付
図2Bl6)。
・骨を梱包し，2トントラックに運び込んだ。
・穴に砂を埋め戻し，整地した。
3）掘り出した骨：
掘り出した骨の保存状態は良好であった。骨は黄
褐色を呈し，骨の油脂はまだ残っていると思われた。
肉等は殆ど消失していたが，脊椎骨の下側には腐敗
した肉が薄く付着していた。左側肋骨10本の内、雪
本は2つに折れていた。取りだした骨は株式会社西
尾製作所の砂場に埋設された。
－骨のリストー
・頭骨（頭骨長152cm，頭骨幅78cm，頭骨高59cm）
・下顎骨
左右それぞれに歯が2本，計4個付着。
左下顎骨の長さ137cm，高さ（後方）25cm；右下
顎骨の長さ133cm，高さ（後方）25.5cm。
・頚椎7個（前3個は融合)，胸椎11個，腰椎13個，
尾椎18個，V字骨10個
・底舌骨，甲状舌骨（左右)，茎状舌骨（左右）
・胸骨5個
・骨盤骨（左右）
・肋骨（左10個右11個で最後の1個は遊離）
・肩甲骨（左右)，上腕骨（左右)，榛骨（左右)，
南部久男ほか
尺骨（左右),手根骨（左7個；右7個)．指骨：
左,12個Ⅱ5個Ⅲ5個Ⅳ2個(3個は発掘時
に発見できなかったと思われる)，V5個；右，1
2個Ⅱ5個Ⅲ5個Ⅳ5個V5個
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秋田県八竜町に漂着したツチクジラ
付図1A・漂着時の調査(1)：2003年6月23日
（AM，天野雅男撮影；NH，南部久男撮影；NSMT，国立
科学博物館提供；ST，関恒雄氏提供；TY，田中豊撮影）
1.重機で砂浜に引き上げられたツチクジラ：唾
2.頭部から胸部にかけての腐敗状況（上は腹側）：NSMT
3同種別個体によると思われる咳傷痕(ハ字型と下方の線）：NSMT
4.背ビレ：NSMT
5.切り離された頭部と右胸ビレ（肩甲骨含む）：NSMT
蕊
6.表皮の剥ぎ取り作業：ST
7.除肉作業：S目
8.除肉後の状態（肋骨部分）：NSMT
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南部久男ほか
付図1日漂着時の調査（2）：2003年6月23E
9.取り外された右側肋骨と胸骨：ST 13.右卵巣（中央上の楕円形部分）：AM
10.右骨盤骨（右が頭側，下が腹側）：NSMT 14.埋設する穴への牽引（男鹿半島側を望む）：S〒
11.取りだされた内蔵：ST 15.埋設状況：頭部(左)，尾部(中央)，右胸ビレ(上）：AM
遷鱗灘蕊撚溌灘灘灘蕊
12.腸管（左；全長89.4m）と頭部（右）：S了 16.埋設状況：頭部(左),胴(中央),肋骨と胸骨(右）：AM
120
秋田県八竜町に漂着したツチクジラ
付図2A.発掘(1)：作業：2003年9月1日～3日
5.肋骨の掘り出し：NH
熱
1.埋設場所（能代市側を望む）：NH
…刃誇:葱_か-場,､霜骨管智舎霧
6.尾椎の掘り出し作業：TY
2.埋設場所表面の粗掘作業：NH
7.頭骨の運搬：NH3.頭骨の掘り出し作業：NH
8.掘り出し作業（後半）全景（男鹿半島側を望む）：NH4.周辺部の掘肖|l：NH
?????
南部久男ほか
付図2B,発掘(2)：掘り出された骨
蕊
13.尾椎とV字骨：TY
9.頭骨と下顎骨；NH
14.尾椎：TY
10.左胸ビレの骨(上腕骨,榛骨,尺骨,手根骨,指骨）：TY
15.骨盤骨(左頭側）：TY11.舌骨(底舌骨,中央；茎状舌骨,上；甲状舌骨,下）：TY
12.胸骨(下；右頭側)，肋骨(中央)，環椎・胸椎(奥）：TY 16.並べられた骨格：川
?????ー?
